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日

よい風習を育て、住みよい環境をつくる
O交通規則を守り、事故をおとさないようにする。

0若人や子供、またからだの不自 rt-lな人をいたわるo

O家の内外をきれいにし、気持のよい環境をつくる。

〔大洲市民憲章)

25 る月昭和 44 第 1己日

2u，725人

一
乙
の
調
査
か
ら
作
ら
れ
る
続
計
は
、
一
雄
背
な
自
然
を
求
め
る
旅
を
お
す
す
め

こ
の
県
政
相
談
所
は
、
市
一
国
、
都
道
府
県
や
市
町
村
で
の
経
済
政
一
し
ま
す
。
海
や
山
が
み
な
さ
ん
を
待
っ

す
マ
ぬ
こ
と
が
ら
は
も
ち
ろ
'
一
策
、
地
域
開
発
苛
問
、
都
市
計
画
、
国
一
て
い
ま
す
の

県
民
生
活
に
関
連
す
る
ら
一
民
所
得
の
推
計
、
地
方
交
付
金
の
算
定
一
四
国
支
社
で
は
、
こ
と
し
こ
そ
涼
し

相
談
や
苦
情
、
窓
見
、
要
一
一
な
ど
の
た
め
に
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
一
い
夏
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

な
ど
を
お
受
け
す
る
こ
と
〕
一
基
本
的
な
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
一
六
月
の
中
乙
ろ
か
ら
、
予
約
線
、
土
議

り
ま
す
。
一
ま
た
調
査
員
は
、
す
べ
て
の
事
業
所
一
線
な
ど
に
全
中
冷
一
同
の
麦
気
車
主

マ
と
き
七
月
三
士
一
を
訪
問
し
、
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
一
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
全
車
冷

十
時
1
十
台
一
種
類
、
従
業
者
の
数
な
ど
に
つ
い
て
お
一
房
の
列
車
は
、
予
讃
線
で
下
り
高
松
発

マ
と
と
ろ
大
洲
市
民
ゐ
一
た
ず
ね
し
ま
す
。
調
宣
し
た
こ
と
が
ら
一
宇
和
島
行
の
、
う
わ
じ
ま
り
与
と
、
ぅ
一

中
ホ
l
ル
一
は
、
統
計
を
作
る
目
的
に
ω
仔
用
い
ら
一
わ
じ
ま
日
号
、
ト
一
り
宇
和
島
発
、
高
松
一

i
i
l
i、
F
i
j
i

一
れ
、
徴
税
な
ど
申
告
の
不
利
裕
に
な
る
一
行
の
、
う
わ
じ
ま
1
号
と
、
う
わ
じ
ま
一

農

家

数

一

六

@

七

%

減

る

願

い

し

ま

す

ο

一
よ
一
つ
な
乙
と
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
一
8
号
で
す
。
乙
の
ほ
か
一
部

ω車
両
を
一

こ
の
調
交
は
、
国
勢
調
査
と
な
ら
ぶ
一
に
あ
り
一
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を
一
冷
房
す
る
楽
し
い
急
行
列
車
を
走
ら
せ
一

当

市

の

四

十

コ

一

年

度

の

総

世

帯

数

は

↑

警

は

一

干

五

年

国

の

も

っ

と

主

本

的

な

統

計

調

宅

一

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

o

E

す

。

~

一

平

五

年

度

に

出

べ

る

と

七

百

六

士

ニ

の

二

九

二

玄

か

事

務

所

、

語

、

営

業

所

、

飲

食

居

、

一

l

一
ま
た
一
足
の
存
シ
l
ズ
ン
に
は
ゆ
っ
一

世
帯
ふ
え
て
い
ま
す
1
以

下

グ

ラ

フ

参

一

ら

凹

士

一

年

二

三

旅

館

、

映

両

館

を

は

じ

め

点

、

学

校

一

全

車

冷

房

の

急

行

一

〈

量

っ

て

旅

を

し

て

い

た

だ

く

た

め

一

照
I
。

こ

の

う

ち

農

家

数

回

干

五

年

一

@

六

必

(

五

@

六

一

病

院

、

神

社

、

寺

院

に

い

た

る

ま

で

、

一

涼

し

い

夏

の

旅

の

一

た

く

手

ん

の

臨

時

一

列

ぃ

単

を

走

ら

せ

た

り

一

度
に
は
五
千
五
百
八
十
八
戸
、
総
世
帯
一

μ)
に

、

五

十

ア

一

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

事

世

帯

に

つ

い

て

、

一

プ

レ

ゼ

ン

ト

一

車

両

を

ふ

や

す

な

ど

し

て

み

な

さ

ん

ご

数

の

六

O

%

を

占

め

て

い

ま

し

た

が

、

丁

ル

ま

で

は

一

三

一

一

芦

邑

組

織

、

事

業

内

容

や

従

業

者

数

な

一

間

も

な

く

、

夏

の

旅

行

シ

ー

ズ

ン

で

一

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

四

十

一

二

年

度

末

に

は

壬

百

一

十

一

戸

一

@

五

%

か

ら

三

一

ど

を

調

べ

都

道

府

県

、

市

川

村

ご

と

の

一

す

。

農

家

で

は

麦

の

と

り

い

れ

も

お

わ

一

グ

ル

ー

プ

で

旅

行

さ

れ

る

と

き

は

、

…

(

一

一

一

一

%

)

減

っ

て

四

千

三

百

六

十

七

て

一

ガ

(

二

・

四

事

業

所

数

、

従

業

者

数

の

規

模

や

そ

の

一

り

、

ホ

ッ

ト

し

て

お

ら

れ

る

こ

と

で

し

一

早

め

に

釈

に

色

相

談

く

だ

さ

い

。

行

程

一

戸

。

乙

れ

は

総

世

帯

数

の

四

三

二

二

%

一

%

)

に

減

円

九

五

し

た

。

こ

と

し

v

も

ツ

ユ

や

台

風

に

よ

三

ら

し

ま

す

の

一

す

l
l

一
産
業
別
構
成
を
朗
ら
か
に
す
る
も
の
で
一
ょ
う
。
静
か
な
温
泉
に
で
も
つ
か
っ
て
一
費
用
な
ど
、

C
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
…

で
、
こ
の
十
九
年
間
に
一
六
@
七
%
減
一
十
1
5ア
ル

に

こ

う

茶

話

さ

れ

ま

す

。

一

⑦

サ

イ

レ

ン

皇

軍

に

よ

る

警

の

一

|

一

い

わ

ば

日

本

の

産

業

の

見

取

図

在

る

一

疲

れ

を

落

し

た

い

あ

の

で

す

。

一

お

世

話

を

い

た

し

ま

す

。

っ
た
こ
と
に
な
り
手
c

ま

た

農

業

就

一

な

る

と

三

七

ム

ハ

鹿

野

川

主

管

理

事

務

所

在

、

F
範
囲
援
の
基
準
で
行
な
い
ま
す

0
7
1日
ら

全

国

王

副

調

査

で

す

。

一

撃

の

グ

ル

ー

プ

の

み

な

ZLは
一

事

実

関

)

一

労

者

は

八

千

四

百

六

士

一

人

有

二

十

す

か

ら

四

?

七

で

ダ

ム

に

た

ま

っ

た

水

在

す

と

斉

一

の

一

訂

同

最

大

放

流

量

)

一

3

っ

き

3

ζ

一丸

M

I

l

l

i

-

-

一

主
年
の
一
万
六
千
八
百
六
十
八
人
に
比
一

μ
(一二

ν

一

%

)

草

怠

に

つ

い

て

、

次

の

よ

フ

に

呼

ぴ

か

一

一

一

日

ン

ま

で

告

白

地

区

ま

で

一

し

そ

し

l

一

一

い

る

カ

I
一
ア
ン
、
ど
ん
帳
、
シ
l
ト

主

ぺ
る
と
半
減
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
一
に
、
百
l
百

五

十

け

て

い

ま

す

。

一

回

0
ト

ン

ま

で

日

げ

一

事

業

所

統

計

調

査

一

燃

え

に

く

い

カ

ー

テ

ン

ヘ

A

吉
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
行
な

P

コ
誠
一

ま

た

ご

戸

当

た

り

の

宮

耕

地

面

積

一

ア

ー

ル

は

八

え

以

流

す

る

と

産

、

サ

イ

レ

ン

高

τ

u

O

ト

ン

ま

で

大

洲

げ

一

一

ー

一

験

に

合

格

し

た

も

の

で

な

い

と

使

用

で

一

去
る
と
、
零
細
農
家
説

q
徐
々
一
か
ら
一
一
ω

九

(

ら

し

た

り

重

罪

巡

回

し

ご

お

宮

一

吉

ト

ン

以

と

円

宇

一

総

理

府

で

は

H

霊
の
国
勢
調
査
μ

一

消

防

法

を

改

正

十

き

な

い

よ

う

こ

の

間

か

ら

消

防

法

で

一

に

で

は

あ

る

が

経

営

規

模

が

拡

大

す

る

一

一

一

一

%

)

に

、

百

五

せ

し

ま

す

。

一

③

警

報

言

、

ス

ピ

ー

カ

ー

に

よ

っ

て

一

と

い

わ

れ

ぷ

事

業

所

統

計

調

査

毛

月

一

一

規

制

し

て

い

ま

す

。

検

定

に

合

格

し

た

一

簡

を

示

し

て

い

ま

す

。

安

別

農

家

一

十

プ

ー

ル

を

こ

え

①

サ

イ

レ

ン

は

、

主

義

足

並

各

地

点

の

水

位

が

ト

一

界

寸

J

る
ま
で
に
一
一
日
官
、
古
い
っ
せ
い
に
実
加
し
一
最
近
の
火
災
事
例
を
み
て
み
る
と
、
一
も
の
を
伝
っ
て
天
井
さ
ら
に
階
上
へ
と
一
も
の
に
は
、
白
木
製
協
会
の
発
行
す
~

ぎ

割

合

で

み

る

と

、

一

二

十

ア

ー

ル

た

る

と

?

八

%

か

る

約

一

時

間

前

に

H

時
一
分
間
l

E

放
流
の
理
由
③
水
何
上
君
主
一
ま
す
n

こ
の
望
員
が
ふ
が
い
ま
し
一
火
災
を
大
き
く
し
て
い
る
も
の
に
カ
l
一
延
焼
し
て
い
く
場
合
事
く
な
っ
て
い
一
譲
歩
l
ル
ヨ
ル
主
ア
ッ
ヵ
一

選
議
選
護
送

S
S
S
5
s
s
s
i
i
i
s
s
s
i
s

一
時
刻
①
計
画
最
大
収
流
量
否
定
上
一

Efc協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
J

ア
ン
、
障
子

2
2
2上
が
っ
た
一
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
長
の
建
物
に
周
一

l
)
等
が
添
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
合
一

;

;

i

i

一

l
hド
h
l
h
rト
H
I
r
-
-
l
h
i
H
I
l
l
-
-
i
l
v
L
H
i
l
l
-
-
i

一
格
品
か
と
う
か
判
定
で
き
ま
す
。
一

審

舗

網

野

引

て

繍

議

議

議

務

総

憾

で

三

寸

守

-

一

そ

こ

で

具

体

的

に

さ

し

木

に

つ

い

て

三

し

木

の

間

隔

は

去

と

葉

が

ふ

れ

あ

一

(

規

制

を

受

け

る

も

の

)

…

一

人

川

i
l
J

麟

鱗

鱗

鱗

議

務

総

鱗

鱗

鱗

鱗

野

間

二

一

一

一

述

ぺ

て

み

ま

す

。

っ

宣

言

ん

か

一

わ

な

い

程

度

に

つ

め

て

i
J劇

場
、
集
会
場
昔
、

L

11AY
参

法

一

醸

騒

盤

機

構

記

き

鱒

縞

織

機

織

鱗

鱗

鱗

盤

機

燦

背

一

花

と

嫌

い

っ

ぱ

い

に

一

ふ

い

り

ま

言

、

も

く

せ

い

、

あ

お

き

一

と

え

ば

づ

っ

一

じ

を

よ

っ

一

に

さ

せ

一

パ

レ

l

飲
食

R
百
貨
同
マ
一

割

払

気

一

盤

機

器

一

一

mpf灘議
簸

磯

鰭

日

一

!

g

一
じ
ル
ち
ょ
う
げ
あ
じ

Riz--)
一

l
ケ

ッ

ト

、

語

、

震

と

う

車

章

一

額

機

灘

臨

機

獅

絞

殺

y
鱗

灘

ォ

J

お

鴇

議

鱗

勝

機

繍

か

一

由

一

烈

克

美

化

を

推

進

一

号

、

く

ち

な

し

、

い

ぬ

ま

さ

、

三

重

促

進

法

と

し

て

ホ

ル

モ

ツ

型

一

院

、

幼

稚

扇

、

福

祉

施

設

、

そ

の

一

安

時

紅

一

鰯

錦

織

情

勝

場

内

験

時

、

γ弘
明

臨

鱗

機

織

判

↑

J

J

-

一
フ
ち
ぐ
昔
、
の
つ
ぜ
ん
か
ず
ら
宮
ー
す
る
と
効
果
が
み
皇
子
。
;
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
。
一

ー

す

パ

一

磯

機

一

γ

心
疑
問

q
v
V離
騒
騒
灘
磁
f

一
ス
洲
市
?
の
ほ
ど
往
活
環
境
美
一
大
出
校
の
高
木
先
生
君
主
一
大
葉
の
も
の
は
、
宝
の
葉
を
一

1
4
2
2在

、

21分
に

一

⑦

高

層

建

築

物

一

点
以
ご
議
機
関
終
解
札
機
騒
盤
た
耳
辞
任
"
住
民
円
日
立
日
日
弓

F
d長
F話
一

手

目

尉

一

ト

ト

川

r-3Y機
騒
鱗
鱗
鍛
鱗
織
機
切
畑
一
一
雨
で
は
さ
っ
そ
く
①
庭
や
会
闘
な
ど
を
一
て
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
ノ
。
一
ま
だ
葉
の
比
較
的
小
さ
い
と
こ
ろ
の
一
水
託
行
て
や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
(
一
こ
れ
ら
の
鐘
物
で
二
」
と
し
二
一
月
末
一

片
悦

t
h
u…
忠
一
一
散
綴
議
総
機
鱗
鱗
機
山
田
一

MHUJ目
前
十
時
一
川
利
引
叶
土
町
長
け
れ
H
H一
日
見
守
山
下
叫
一
日
住
民
間
十
枯
れ
ど

もを

ι
山

一

百

点

正

取

機

般

日

総

鰯

鶴

磯

織

機

で

尚

一

一

く

し

?

の

雪

徹

底

し

て

き

一

m
i
l
l
i
-
-害
、
百
九
セ
ン
チ
内
外
が
す
さ
し
穂
か
ら
一
メ
ト
ル
く
ら
い
上
一
ら
れ
ま
す
が
ぶ
り
は
ず
主
り
す
る
一

本

民

幻

一

K
V訟
好

川

町

議

機

炉

鰯

機

織

鱗

鰯

鱗

鱗

間

関

一

一

め

る

こ

と

足

り

ま

し

た

。

一

花

道

の

さ

柱

、

大

き

く

わ

け

了

い

き

で

す

o

採
用
し
た
さ
し
穂
は
一
に
張
っ
て
半
日
陰
に
す
れ
ば
早
い
も
の
一
(
洗
濯
の
た
め
)
場
合
に
は
そ
れ
以
後
一

ず

区

随

一

主

議

2
1同

一
三
~
鶴
機
織
機
翻
鱗
翻
鱗
翻
繍
繍
灘
一
町
内
会
、
部
落
会
を
は
十
め
婦
人
会
一
て
春
の
発
芽
前
に
行
な
う
①
建
亡
一
切
り
口
だ
け
清
潔
菜
に
二
j
+
時
間
一
は
約
否
け
く
ら
い
で
発
警
開
始
し
一
は
防
炎
性
能
の
あ
る
カ
ー
テ
ン
以
外
五

地

H

J

一

訟

E
E
J典範
総

額

機

関

議

機

j

l

一
子
ど
も
会
長
中
心
に
、
全
市
民
の
一
と
い
き
ろ
の
害
警
し
に

2一
つ
け
て
察
さ
ぜ
た
の
ち
、
切
り
口
に
一
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
翌
春
ま
で
放
置
し
一
電
き
ま
せ
ん
。
一

η

力

1
1
1
1
L
の
で
こ
れ
が
こ
官
。
乙
と
に
五
月
は
を
も
っ
て
集
ま
り
、
上
流
亀
山
の
ワ
飼
一
日
曜
日
に
住
み
よ
い
健
康
都
市
づ
く
り
一
み
な
さ
ん
の
自
主
的
運
動
と
し
て
も
花
王
す
。
そ
こ
で
今
回
長
室
し
に
一
直
径
一
i
一
一
一
セ
ン
チ
く
ら
い
の
赤
土
の
一
て
お
い
て
十
分
譲
さ
せ
る
こ
と
が
た
一
ま
た
一
般
の
専
用
住
宅
宮
刀
l
一ァ一

:
蝿
河
川
愛
護
月
間
と
き
れ
い
な
川
で
観
光
一
い
船
乗
船
場
か
ら
城
山
下
ま
で
の
約
一
と
主
主

i
シ
ョ
ン
を
か
ね
て
肱
川
一
い
っ
ぱ
い
‘
緑
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
環
一
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
一
団
子
を
つ
け
て
さ
し
ま
す
。
一
い
せ
つ
で
す
。
冬
翼
線
を
十
分
に
あ
一
ン
類
は
規
制
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
乙
一

六
月
一
日
の
川
開
き
を
ひ
か
え
た
五
一
答
に
ウ
飼
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
一
一
@
五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
、
川
原
や
排
一
周
辺
の
清
掃
を
つ
づ
け
る
ほ
か
、
あ
き
一
埼
つ
く
り
に
努
め
て
く
だ
さ
い
c

之

島

は

六

月

か

ら

七

月

中

旬

こ

ろ

之

さ

し

床

は

、

排

奈

良

好

で

通

産

一

て

ま

す

。

一

と

し

市

内

で

Tア
ン
の
み
が
焼
け
た
一

月
二
十
五
日
、
肱
川
ぞ
い
の
大
洲
地
区
関
係
室
奈
量
的
に
行
な
っ
た
も
一
水
口
の
草
の
刈
り
取
り
ゃ
水
切
れ
、
あ
す
き
之
、
古
ト
ュ
、
古
針
金
な
ど
一
に
①
川
や
ま
ち
す
み
に
さ
主
義
て
な
一
で
が
適
期
で
す
。
春
か
ら
新
禁
容
一
保
水
性
に
富
ん
だ
用
土
が
よ
く
、
普
通
一
護
法
一
一
i
四
月
に
よ
く
担
え
た
畑
一
こ
と
が
あ
り
、
費
量
れ
る
と
大
事
一

民
千
五
百
余
午
前
七
時
か
ら
一
時
間
一
室
、
こ
こ
数
年
つ
づ
き
恒
例
の
行
事
一
き
ピ
ン
、
紙
〈
ず
な
ど
を
九
ワ
の
章
一
を
捨
て
な
い
よ
っ
申
し
合
わ
せ
て
お
り
一
い
②
庭
ゃ
あ
き
加
、
会
圏
に
美
し
い
花
一
て
二
ハ
月
か
ら
七
月
中
旬
に
生
裏
話
一
は
川
砂
、
パ
l
ミ
キ
ユ
ラ
イ
ト
:
ハ
|
一
に
植
え
て
、
活
着
す
れ
ば
う
す
い
液
旦
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
一
般
住
宅
で
一

あ
ま
り
、
両
側
の
川
ぞ
い
の
草
刈
り
や
一
と
な
っ
て
い
ま
す
P

一
区
域
に
わ
け
て
き
震
に
掃
除
し
ま
し
で
肱
川
は
そ
の
ま
ま
大
洲
市
民
の
た
一
木
喜
え
よ
う
!
の
二
つ
を
実
行
し
ま
一
止
し
、
少
し
恋
す
る
員
長
量
一
ラ
イ
ト
百
沼
土
、
き
け
等
を
単
用
一
義
し
ま
す
。
鉢
上
げ
室
長
が
京
一
も
で
き
れ
ば
日
本
消
防
検
定
協
会
の
検
一

ゴ
ミ
舎
に
汗
を
流
し
ま
じ
た
。
一
肱
南
、
肱
北
五
G
区

の

各

世

帯

か

ら

一

た

。

一

事

る

μ

と
意
気
盛
ん
で
す
。

τょう
。

τてい
ま
す
。
こ
れ
は
養
分
を
貯
え
る
一
ま
た
は
一
王
一
種
配
合
し
て
鉢
、
喜
一
や
す
い
か
ら
畑
で
一

1
二
年
間
そ
の
ま
石
に
合
格
し
た
も
の
を
使

2つ
に
よ

こ
と
し
は
さ
る
四
月
に
も
行
な
っ
た
一
一
人
ず
つ
が
ク
ク
、
カ
マ
、
熊
斗
宇
な
ど
一
ま
た
区
長
ム
ロ
で
は
、
今
後
一
毎
月
末
の
こ
の
運
動
の
一
つ
の
手
だ
て
と
し
て
一
時
期
で
九
月
に
も
あ
り
ま
す
。
一
等
に
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
入
れ
ま
す
。
一
ま
育
て
ゆ
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
一
ま
し
ょ
う
。
一

期

は

半

減

労

蹴

農

税

年
度
ー
…

市県

り;J;I三
t業市

重野は
た訂変
。を lま
まう
とす
める

t理
た農

c 業

名妥
結態
果を
農つ
家か
戸む
数た
、め

A 
[J 乙
、の

勢宝

石
幅年
に度
訪'~ 1 
つ巨司

き士
と年
が度
朋の
Lつブて
か洲
に市
な農

ら
二
@
七
%
(
一
o

九
%
)
レ
ど
手
え
て

い
ま
す
。

総 111借紋

9.:11111， ; 
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一
の
和
牛
肥
育
が
酪
農
に
一
変
わ
っ
た
ほ
か
一

t
i
?
t
E
f
t
-
h

一
野
菜
、
果
樹
が
大
幅
に
ふ
え
て
、
在
一
情
、
要
望
も

一
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一

一
慢
林
総
生
産
額
に
占
め
る
比
率
で
み
る
一
?
っ
ぞ

一
と
内
告
ピ
一
六
。
六
%
か
ら
約
九
分
一
県
政
相
談
聞
く

一
の
一
の
二
。
八
%
、
支
の
八
@
五
ガ
か
一

ι

J

一
約
六
分
の
一
の
一
二
二
%
に
減
り
、
野
一
山
の
県
行
政
に
関
す
る
相
談
、

一
菜
は
四
二
二
%
か
ら
約
五
倍
の
二
二
・
一
要
望
、
照
会
等
に
こ
た
え
、

一
九
%
、
乳
牛
が
一
@
一
%
か
ら
約
八
倍
一
人
そ
っ
た
、
よ
り
よ
い
県
政
を

一
の
八
・
六
%
、
塁
側
が
て
六
%
か
ら
一
め
て
い
ぐ
た
め
、
次
の
日
程
で

一
約
四
・
六
倍
の
七
o

四
%
に
伸
び
て
い
一
相
談
所
』
ザ
一
開
設
し
ま
す
。

王
す
。
そ
の
ほ
か
、
養
奇
は
四
e
m
%
一

m
i
l
l
-
p
l

一
か
ら
一
事
七
倍
の
七
。
七
形
、
た
ば
こ
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
産
物
の
生
原
動
向
は
、
終
戦
後
一
が
六
ω

一
%
か
ら
一
a

二
倍
の
七
。
五

間
以
除

u
s
a
A
hぶ
宮
古
ぷ
悦
制
削
除
同
険
日
付
ぷ
ぷ
ぶ
ぶ
ぶ
お
ふ
虫
、
h
m
N凶
句
、
句
史

v
w
氏
支
b
Q
V鉛
峨
明
日
切
ぷ
陥
閣
ま
号
、

vu、、
V
V
Q
M
m
u民
防
相
、
h
m
mぷ
官
、
、
E
C
V
Q臣
、
抱
句
、
劇
M
m勧

菜乳
は守二
五

、白

野

流
で

警

報

車

士

寸

肖

1:日
リ

ζ

昨

日

H
」
円
日

7
U

も



で
る
と
う
か
と
思
い
ま
す
。
観
光
客

受
入
体
制
を
十
分
し
て
+
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
等
研
究
の
余
地
が
あ
り
ま
す

一O
大
洲
は
周
遊
指
定
地
で
す
か
ら
、
新

一
婚
旅
行
、
優
等
客
む
き
の
旅
館
の
受

一
入
れ
体
制
が
必
要
で
す
。

一O
大
洲
城
は
現
在
改
修
中
で
し
た
が
、

一
改
修
し
た
ら
城
山
会
闘
を
い
ま
少
し

一
美
似
し
て
ほ
し
い
。

一O
ク
飼
い
の
季
節
は
、
大
分
県
の
日
田

一
に
勝
る
よ
い
場
所
と
思
わ
れ
ま
す
。

一O
肱
川
の
ワ
飼
い
も
け
っ
乙
う
だ
が
、

一
ほ
か
に
ホ
タ
ル
狩
り
、
四
季
の
花
を

一
配
す
る
な
ど
美
し
い
町
に
な
っ
て
も
一

一

ら

い

た

い

。

一

一O
大
洲
城
、
ワ
飼
い
は
情
緒
が
あ
っ
て
一

ま
ず
毒
事
情
に
つ
い
て
①
撃
の
一
O
肱
川
の
ワ
飼
い
は
す
で
に
名
が
と
お
一
ぃ
。
観
光
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
一
と
て
も
い
い
と
号
。
四
国
人
の
人
一

道
路
は
ま
だ
未
開
発
で
あ
る
②
市
内
に
一
っ
て
い
る
の
で
、
何
も
い
う
こ
と
は
一
は
歴
史
室
る
古
い
町
の
情
緒
孟
情
の
故
郷
の
感
あ
り
。
一

日
曜
、
祭
日
否
定
期
観
光
パ
ス
の
一
還
一
な
い
が
、
観
光
客
誘
致
に
は
ま
皇
壊
す
る
よ
う
な
も
の
は
や
め
て
ほ
し

O
旅
館
の
奇
さ
ん
に
各
観
光
地
晶
一

-55る
と
よ
い
。
施
設
に
つ
い
て
は
一
だ
不
足
す
る
面
が
お
お
い
に
あ
る
。
一
い
。
一
名
、
連
物
等
尋
ね
て
も
知
ら
な
か
っ
一

…
確
立
持
続
一
お
諮
問
f
長
岡
一
0

時間拾いれ宮町一れれい訪日間関口一日一日間一昨心的
VZ一

面
で
は
、
観
光
地
に
つ
い
て
認
識
を
深
石
川
の
ワ
飼
い
、
大
型
、
中
江
藤
一
少
し
も
の
た
り
な
い
。
も
っ
と
お
互
し
い
。
一
に
わ
か
れ
、
各
部
と
も
特
選
定
一

・
う
る
こ
と
l
な
と
多
く
の
一
注
文
が
出
さ
一
樹
の
住
居
等
の
史
跡
を
中
心
に
落
着
一
さ
ま
伊
強
烈
に
引
き
つ
け
る
何
か
が
一
O
大
洲
の
郷
幸
福
扇
子
ダ
イ
コ
)

-
h

一foし
ち
で
は
そ
の
お
も
な
も
の
を
一
い
た
町
で
あ
る
。
今
後
観
光
ず
れ
の
一
不
足
し
て
い
る
。
一
が
と
て
も
よ
か
っ
た
。

居
一
次
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
一
し
な
い
良
さ
を
い
つ
ま
で
も
保
議
一

O
い
つ
ま
で
も
「
お
は
な
は
ん
」
に
お
一

O
し
ぐ
れ
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
、

一
と
一
恵
見
は
各
人
の
そ
の
ま
ま
を
掲
げ
一
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
一
ん
ぶ
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
で
一
が
包
装
紙
を
も
う
少
し
考
え
れ
ば
と

一
た
の
て
重
複
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
す
宿
泊
施
設
を
充
実
し
て
い
た
だ
き
た
一
し
よ
う
。
ま
た
「
ワ
飼
い
」
ば
か
り
一
思
っ
た
。

一

1
1
1
1
1
4
4
-
o
e
-
-ー
ー

ー

一

一

ー

ー

こ

市

と

V
Y
一
ま
た
、
貧
し
い
人
や
気
の
毒
な
人
に

一

一

川

川

S
で
は
、
そ
一
ま
た
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
温
い
手
を
さ
一

一
一
劃
劃
の
青
少
年
み
一
し
の
ぺ
る
V
Y
S精
神
は
、
だ
れ
の
心
一

・
ヶ
冒
呈
ず
か
ら
が
若
一
に
も
あ
る
善
意
を
呼
び
さ
ま
し
、
明
る
一

式
官
い
い
り
さ
と
情
熱
互
い
村
持
つ
く
り
町
づ
く
り
の
さ
き
が
け
と
一

恥
モ
社
会
福
祉
事
一
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主

弓

、

i

業
担
進
に
そ
一
現
在
、
当
市
の
V
Y
S

.ゴ

V

そ
ぐ
こ
と
丘
会
員
は
百
七
+
名
で
、
大

E
C

一

で

き

る

V
Y
一
半
が
高
校
生
会
員
で
す
。

さ

一

s会
員
皇
若
い
あ
な
た
の
活
躍
を
心

t
コ
一
集
し
て
い
ま
一
か
色
期
待
し
て
い
ま
す
。

=
4

す
。
一
ム
貫
登
褒
の
手
続
き
は

理
想
に
生
き
る
若
者
た
ち
の
社
会
に
一
市
福
祉
事
務
所
に
あ
る
援

対
す
る
力
強
い
働
き
か
け
は
、
社
会
福
一
録
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

祉
事
業
に
新
し
い
息
吹
を
注
入
す
る
と
一
を
記
入
し
、
生
荏
学
生
は

と
も
に
、
そ
の
た
く
ま
し
い
実
践
学
と
一
百
円
、
一
般
の
か
た
は
百

お
し
て
、
青
少
年
が
友
愛
と
奉
仕
の
精
一
五
十
円
(
会
賓
と
マ
Y
S

神
が
身
に
つ
け
、
立
派
な
社
会
人
と
な
一
手
帳
代
)
を
添
え
て
申
し

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
、
守
や
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
を
4

訪
れ
る
観
光
客
は
年
と
と
も
に
ふ
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
道
が
整
備
完
成
す
る
に
つ
れ
て
、
パ

ス
を
利
用
し
た
団
依
客
が
グ
ン
と
ふ
え
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
洲
市
は
、
県
観
光
協

会
と
の
共
催
で
、
観
光
地
と
し
て
の
よ
さ
を
十
分
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
る
三
月
士
ニ
、
四
日
の
二
日
間
、

九
州
地
区
の
旅
行
あ
っ
せ
ん
業
者
四
土
冨
招
き
、
観
光
地
の
実
態
と
交
通
事
情
な
ど
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た

そ
の
と
き
の
翠
臨
な
印
象
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
乙
ろ
、
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は

観
光
都
市
づ
く
り
の
た
め
こ
れ
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
反
省
し
改
善
し
て
、
市
の
発
展
に
つ
と
め
た
い
も
の

で
す
。

(2) 日25 昭和 44年 6月

侍
っ
た
法
堂
で
の
姿
を
斜
め
右
向
き

に
見
た
著
色
の
全
身
像
で
、
筆
者
に

は
大
洲
三
代
藩
主
加
藤
泰
常
ハ
ム
、
狩

野
親
信
、
山
本
素
軒
等
の
名
が
見
ら

れ
、
賛
に
は
国
師
の
高
弗
逸
山
和
尚

豊
後
の
名
僧
賢
岩
和
尚
、
下
灘
の
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が
れ
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。
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受
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。
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を
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菌
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施
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。
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す
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右
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薬
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。
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っ
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っ
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。
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れ
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献
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。
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。
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